
「第36回新収蔵品展 ふくおかの歴史とくらし」

ギャラリー制作について

福岡市博物館学芸課デジタルアーカイブ推進員 宮原由橘菜



ワークショップに参加しました

・1月18日 ジャパンサーチ連携

・1月29日 キュレーションワークショップ参加

連携したばかりでなにもわからない･･･

操作の
仕方？？

ギャラリーの
題材選び？？

ギャラリーの
構成？？

できたら
面白そう！

自分に
できるのか？

大変参考になりました！



ギャラリーの題材
2024年10月9日～12月22日開催

「第36回新収蔵品展」

毎年秋ごろに開催している定例展覧会

新しく収集した資料を紹介することを目的としている

寄贈者への感謝の意を示す場でもある



題材に選んだ理由

毎年秋ごろに開催している定例展覧会

フォーマットができれば、毎年分（過去も含め）作ることができる

新しく収集した資料を紹介することを目的としている

オンライン公開することで、多くの方に見てもらえる

寄贈者への感謝の意を示す場でもある

遠方にお住まいの寄贈者、その家族、知り合い等にも見てもらえる

その他…ストーリー仕立てではなく資料をピックアップするだけで作れるので

初心者向きだったという理由もある



完成したギャラリー

第36回新収蔵品展
ギャラリー



工夫したこと

デフォルトの表示 詳しく知りたい人向け

注釈をつけ、
少しでも伝わりやすく

リンクを付けて
目録を見られるように

淡々と資料を並べるだけだと
味気ない…

羅列すると縦に長くなりスクロール
が面倒になる…

前回のワークショップ
京都大学総合博物館の事例を参考に
「タブパーツ」を活用した

＜参考＞

ジャパンサーチ連携機関向けキュレーション
ワークショップ（2023年度）
https://jpsearch.go.jp/event/20240129



最初に作ったもの

1章～4章を資料群ごとに紹介

・資料群の解説（解題）
・展示資料
・収集資料一覧 で構成していた

館内の反応

学芸課は OK！（研究者目線）

運営課職員からのご意見 （一般目線）

・展示資料を一覧で見られるようにしてほしい

・「資料群」がピンとこない

・ボタンを押す回数が多く煩わしい



レイアウト変更

アウトラインでパーツの入れ替えが
簡単にできる

サブページも作れる

新収蔵品展の
アーカイブをここに
作る予定…

今のレイアウトを保存できる！
（インポートで差替え可能）



その後の反響

公開後、ジャパンサーチ公式X（旧Twitter）で
紹介していただけました！

「こんな収蔵品あるの？」という反応も

2/27までのアクセス数

福岡市博物館ホームページ内

「新収蔵品展」ページ 313アクセス

「新収蔵品展」ギャラリー 777アクセス

ジャパンサーチのギャラリーにすることで、
新たな層にアプローチできた

現在も新たなギャラリーを鋭意製作中！

アウトリーチに有効！！



ご清聴ありがとうございました！
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